
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しい授業づくりの文化をつくる  
「吹田の授業づくりUpdateプラン」 

校内研究活性化プラン 
 

令和７年１１月１３実施 Updateプラン通信 第１６号 小国 教材研究会 

―講座の目的－ 

①未知の問題場面に出会っても、解決に向けて行動できる汎用的な力

（資質・能力）を子供たちに育むため、学習指導要領に基づいた授業づく

りについて実践を通して主体的に学ぶ。 

②教師同士のネットワークを構築し、講座での学びを吹田市内で広げると

ともに、自校でのOJTに生かすことにより、学習指導要領に基づいた授

業づくりの文化を築く。 

―講座の目標― 

 

吹田市の全小中学校が学習指導要領

に基づいた授業づくりに取り組む。 

 

小国教材研究会  １１月１３日（水）  

単元名：モチモチの木   
「吹田の授業づくり Update プラン」校内研究活性化プランでは、教材研究会と授業研究会を１セットとして実施しています。今回は小学校国

語科の教材研究会を行いました。授業者より、音読劇を言語活動のゴールに位置づけ、子どもたちが音読劇をよりよくしていくという目的を持っ

て本文を読み、心情を捉えていく学習過程のご提案をいただきました。中野先生より、授業は子供と教材の相互作用が大切であり、そこをいかに

教師が見取っていくのかということ、そして子供主体の授業を行っていくためには、本時主義からの脱却が必要であるというご指導をただきまし

た。この学びを基に、１月２０日（火）の授業研究会へ向けて、さらなる授業改善に挑みます。 

Whyなぜ学ぶのか

子供達が身につけるべき資質・能力は？

What何を学ぶのか

子供達の学習対象は？

Howどのように学
ぶのか

子供達の学習過程は？

【知識及び技能】 
・様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を増やし、話や文章の中で

使うとともに、言葉には性質や役割による語句のまとまりがあること

を理解し、語彙を豊かにすること。                 【(１)オ】 

 

【思考力・判断力・表現力】 
・登場人物の気持ちの変化や性格、情景について、場面の移り変わりと

結び付けて具体的に想像すること。                【C(１)エ】 

・文章を読んで理解したことに基づいて、感想や考えをもつこと。 

【C(１)オ】 

・文章を読んで感じたことや考えたことを共有し、一人一人の感じ方な

どに違いがあることに気付くこと。                【C(１)カ】 

 

【学びに向かう力、人間性等】 
・言葉がもつよさに気付くとともに、幅広く読書をし、国語を大切にし

て、思いや考えを伝えあおうとする。 

【本単元で学ぶ見方・考え方】 

登場人物の気持ちの変化や性格、情景が書かれていること、

あるいは書かれていないことについて、具体的に想像する

力を高める。 

 

【本単元で学ぶ学習過程】 

単元を通して、C読むことの４つのサイクルを回していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

音読劇を言語活動のゴールとし、よりよい音読劇にしていくために、豆太の心情

等含めて本文を読んでいく。 

時 学習活動 見方・考え方を働かせている子供の姿 

１ 物語を読み、初発の感想を書く 豆太はどんな性格なのか、「臆病」という言葉に着目しなが

ら、自分の感想を考えている 

２ 学習計画を立てる 「登場人物の性格を想像する」という目標を達成するために、

どんな学びをしていくか意欲的に考えている 

３ 物語の設定を整理する 現代とモチモチの木との時代設定の違いを捉え、豆太とじさ

まの大事に思い合う関係性を捉えている 

４ 豆太はどんな子なのか、考える 性格を表す言葉に着目し、自分の経験と比べながら、豆太の

性格を想像している 

５ 昼の豆太と夜の豆太はどんな所が違

うのか考える 

性格を表す言葉に着目し、自分の経験と比べながら、豆太の

性格を想像している 

６ なぜ臆病なはずの豆太は、医者様を

呼びに行くことができたのか考える 

豆太とじさまの関係性から、豆太が医者様を呼びに行った行

動の理由を、叙述を基に考えている 

７ 臆病豆太から勇気のある豆太に変わ

ったのか考える 

「臆病豆太」から「勇気のある豆太」に変わった理由を叙述を

基に考えることができている 

８ 音読劇の役割を決める  練習 豆太の性格や気持ちを基に、セリフの言い方やなりきるため

の工夫を意欲的に考えている 

９ 音読劇をして、レベルアップしたレイ

ンボーになろう 

友達の音読劇を見て、よりなりきれている人を見つけている 

 

講  師   

新潟大学附属新潟小学校 

    中 野  裕 己 氏 
 

新潟市立公立小学校教諭を経て、現在新潟大学

附属新潟小学校にて指導教諭として勤務。同校

で研究主任も務めている。 

授業は「子供と教材の相互作用」を合い言葉に、

子供の学びを支える授業づくりを大切にしてい

る。 

全国国語授業研究会監事。授業改善コミュニティ

「授業てらす」プロ講師。教員サークル「国語授業

“熱”の会」代表。 

授業づくりのプロセス 

 

 

 

単元を創る 
・育成すべき資質・能力を明確にする 
・見方・考え方の成長をイメージする 

本時を創る 
・目指すゴールに対応した問い 
・教科ならではの学習過程（プロセス） 
・見方・考え方を伸長させる明示的指導 

授業づくりにおいて大切にしたいこと 

 

 

子供が切実性・必然性の 
ある問いを持つ 

教師が学習過程（プロセス） 
も能力であると捉える 

子供が自分自身の 
成長を実感する 

学習指導要領に基づいて 

授業者の提案 

【単元終了時の目指す子供の具体的な姿】 

 

・自分だったらどう行動するか、どんな気 

持ちになるかを考え、自分と比べなが

ら、叙述を手掛かりにして、登場人物の

性格を想像する姿 



 

 

０ 音読劇について 
○単元を貫く言語活動 

  「読解学習」「音読劇を通して学習すること」「教材の深い意味を目指すこと」 

  がうまくリンクできていないということは議論されてきている。 

  本単元で言えば、性格を捉えることと音読劇がどう結びつくのか。 

 

○学習過程でいうと・・・ 

  音読は、「構造と内容の把握」とは言い難い。が、「精査・解釈」にあたる。 

  例）「まったく豆太ほど臆病なやつはない」をどう読むのかは解釈次第。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 授業とは・・・ 
○授業とは？ 

先生と子供ではなく、子供と教材の相互作用であると考える。 
 

                    では、今回の教材は？→『モチモチの木』 

                    もう一歩深めて・・・『モチモチの木』の何が教材？ 

 

 

 

○相互作用とは？ 

                    人と人であれば相互作用はわかりやすい！ 

                    では、教材との相互作用とは？教材はじゃべらない 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

○どうして他者が必要？ 

                     子供と教材の相互作用になぜ他者が必要？ 

                      

 

 

 

 

 

○では、先生は？ 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

齊藤先生のお話は、裏面へ 

●ご指導いただいた内容を校内研究に取り入れ、変わるきっかけとしていきたい。 

●本時主義で単元学習を行っていると気付いた。脱却できるよう努力したい。 

●「教材は何か？」もう一度自分に問い直していきたいと思います。 

受
講
者

の
感
想 

中野先生より 国語科の目標 言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で正確に理解し適切に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

 

Whyなぜ学ぶのか

子供達が身につけるべき資質・能力は？

２ 育成すべき資質・能力と教材 
 

 

○教材による違い 

協議会において…『サーカスのライオン』と『モチモチの木』との違いが話された 

            →教材の違いに注目することは大切 

 

 

 

○『モチモチの木』で育成しやすい資質・能力とは？ 

他の教材よりも『モチモチの木』が育成しやすい資質・能力・・・性格 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・語り手の評価…文章の冒頭で豆太の性格を定義づけてくる 

・豆太の自己評価…「おれはダメだ。ブルブルだ。」という自己評価 

・じさまの評価…豆太を臆病だと言ったことはないし、思ってもいない。 

      子供は「じさまが豆太は臆病だと言っている」とよく言う。 

      そこで、「本当？」と聞くと、「違う！ナレーターだ」と言うことが多い。 

     文章に再度アクセスすることで、子供の読みが変わるところ 

・豆太の行動…昼「やーい、モチモチの木。実落とせ」 夜になるとダメダメ 

          山場の場面では、夜道を走る豆太の行動が描かれている 

     臆病だと定義された豆太の行動は性格を捉えるのに大事な根拠となる 

・場面の移り変わり…最初の場面と山場の場面と最後の場面 

・象徴としての「モチモチの木」…勇気の象徴 

 

 

ただし、性格という概念（性格を「変わるもの」として捉えるか、「変わらないも

の」として捉えるか）をどう授業者が捉えるかで子供の読みの支え方が変わる。 

 

                      

 

 

 

３ 本時主義からの脱却 
○本時主義とは・・・「本時」の積み重ねで単元が構成されている 

                            単元と見せているのは先生だけ。子供は本時の積み重ね。 

                              教師の論理ではつながっている 

                              例）「初発の感想を書いたら、まず物語の世界観を捉えさせる

べきだから、設定を捉えさせよう。」 

                                「その後、人物がどう変わったのか、なぜ変わったのかとい

う順で捉えていくと内容が全部見えてくる。」 

                                「考えを交流すると、考えが形成されるだろう」 

 

 

 

 

 

 

○イメージから変えていく 

 

 

 毎時間、“めあて”が出て、最後に“まとめ”ないと終われないということはない。 

 

 

 

 

 

 

 

                        子供の中でつながるように仕上げるためには、先生が「今日のめあて

はここで、ここしか考えちゃダメ」って言わないこと。めあては広くてい

い。４５分にとどめず複数時間でという意識を持ってみる。 

                        〈つなげるために〉 

前時の自分の振り返りを読むことから授業を始めてみる 

 

 

○指導案では・・・ 

・第１時と２時はシームレスで良い。重要なことは、１時と２時で切らないということ。 

・第３～７時、ここを各時間で“めあて”を出していては、本時主義からの脱却はできない。ここもシームレス。 

 →実際の授業では、指導案のようにきれいに分かれていないという意識を強く持つことが大事。 

・本時も同じように一方向的に時系列で進むわけではない。子供によって異なる在り方で学習が進む。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

What何を学ぶのか

子供達の学習対象は？

How どのように
学ぶのか

子供達の学習過程は？

言葉でしか書かれていない。どんなイメージを浮かべるかは解釈である。 

○音読劇を行うにあたり 
この単元で、もし「正しい読みを目指す」（※そもそも「正しい読み」と
いうものがあるのかどうかは別の議論として…）という考えで授業
をするならば、音読劇はやめておいた方が良い。 

 
 
→「“多様な読みがある”“答えは子供が作る”という授業観のもと、
〈性格を捉える〉という読解の学習をして、それがどこに生きたの
だろうと考えながら子供の音読劇を見つめる」のであれば有り。 

 
○授業を行う際に意識していること…授業研究でも言えること 
 
 
 
 

音読が解釈⇒多様な解釈を音読劇には投影させていくことが適切 

根拠や理由のない答えや異な

る答えを考慮しない答えは答

えにならない 

答えを教えることはできない 
先生方はどう感じますか？ 

一緒に楽しく悩みましょう！ 

授業の教材は何だろう？『モチモチの木』

の“何が”教材だろう？と考えてみる 

何を考えながら
読むかによって、

文章で気になる
言葉は変わる 

何を考えようとしているかによって、物

語がうったえかけてくることが変わる 

子供が何が意図を持って文
に働きかけると、文からはそ
の意図に合わせたものがか

えってくる 

Aさん 

教材とつな

がれている 

Bさん 

教材に向かえてい

ない 

が、A さんとの対

話を通して教材と

つながる 他者を通して教材とつながる 

【発問】教材と相互作用する“きっかけ”を与える 

【指示】「話し合いましょう」など他者とつなげる 

 

 

【紹介】だれかの気づきを紹介する 

【フィードバック】考えに対して、新たな視点を与える 

先生はつながりをつくるためにいる 

先生の“出番”を意識する。先生の役割は“つながり”をつくること。 

教材によって育成しやすい資質・能力は変わる 

どの教材でも同じように授業を進めるのは AIでもできる。 

授業をするからには、〈教材に合わせた〉ということが大事。 

人物の性格を想像するということを学ぶために非常に適した教材  

性格を中心に置くと、物語の様々な点が結びついてくる。 

ここを見抜くのが難しい。が、「多くの子どもた

ちが関心を持っている点は何か？」「では、それ
は指導内容でいうとどこに関わってている？」
と考えると中心にすべきものが見えてくる。 

子供の立場になって考えてみると… 

子供の論理はつながっていない。本時の積み重ねで単元ができているだけ。 

設定を捉えたことが、中心人物の変化を
捉えることにどうつながっているのか。 

変化を捉えたことが理由を想像すること
にどうつながっているのか。 

本時の積み重ねという意識をなくし、「単元でひとまとまり」だと考える 

子供は、くるくる回っ

ている。 

中心人物の変化の話を

している時に設定の話

をする子もいるはず 

先生が１時間ずつ、きれいにぶつ切

りにして“まとめ”をすることで、子

供の中でつながらなくなる 

問題は・・・ 

子供の論理がつながる時間をとってあげることが大事 

全てを受け止めることはできないので・・・ 

何を受け止めて、どう寄り添って、どう促して、どう考

えていくか。そして、譲れないところはどこなのか。を

考えることが大切。 

教師の仕事は、常に変わり続ける
ことができるということも面白さ
のひとつ。 

誰かに向けて変わったことをアピ
ールする必要は無い。自分の中で、

今日こんなこと変えてみたよってい
うことが日々あるということが楽
しさだと思います。 


